
長期休暇や大型連休中の防疫対策の徹底について

栃木県県北家畜保健衛生所

近隣諸国からの口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザの侵入リスクは依然高い状況

旅行者などによる海外との往来が増え、家畜伝染病の国内へ長期休暇や大型連休中は、

改めて をお願いします。の侵入リスクが一層高まります。 病原体侵入防止対策の徹底

〇海外渡航の自粛
本病発生地域への渡航は可能な限り自粛すること

やむを得ず、渡航する場合は以下の点に注意すること

海外渡航中の注意点

（ 、 、 ） 。・畜産関連施設 家畜市場 農場 と畜場 に立ち入らない

・肉製品等を日本に持ち帰らない。

帰国後の注意点

・帰国後一週間は、農場内へ立ち入らない。

・海外で使用した衣服、靴は農場内に持ち込まない。

〇防疫対策の徹底
衛生管理区域への病原体持込みの防止の再徹底

・農場内への関係者以外の立入をさせない。物を持ち込ませ

ない。

・農場に持ち込む物品や車両の消毒を徹底する。

・農場出入口に踏み込み消毒槽を設置して靴底の消毒を徹底

する。

連絡体制の確認

・緊急時に備えて農場関係者の連絡体制を確認する。

☆ 家畜に異常が認められた場合は、直ぐに、かかりつけの獣医師又は管轄の

家畜保健衛所へ連絡してください。
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